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年末が近づいてきましたが、いかがお過ごしでしょうか。今年は医療情勢の
悪化に振り回された1年だったと思います。新首相が医療機関への補助につ
いて答弁していましたが、どこまで回復できるか不透明のままです。その中
での年末です。あまり心休まらない先生も多いかと思いますが、休息も必要
であることは言うまでもありません。働き方改革についていけていないベテ
ランの先生方は、しっかりと休息をとってください。若い先生方は休みを思
いっきり楽しんでいただきたいと思います。医療センター統合計画に関して
は、来年春に地域包括ケア病棟が閉鎖されます。そこで地域の先生方としっ
かりと連携し、患者さんの治療、リハビリが円滑に行われるように努力する
所存です。皆様のご協力をよろしくお願いいたします。いよいよインフルエ
ンザの季節になりました。体調管理にはご留意ください。それでは来年もよ
ろしくお願い申し上げます。

久留米大学医学部整形外科学教室
～ か わ ら 版 ～

＜1月 人事異動＞

田中 良 医療センター整形外科・関節外科センター → 大学整形

渡部沙耶 大学整形 → 医療センター整形外科・関節外科センター

境 悠作 大学救命センター → 筑後市立病院

飯野研一郎 筑後市立病院 → 大学救命センター

＜2025年12月～2026年3月までの行事予定＞

・12月4日～6日 JAPAN PAIN WEEK（東京）

・12月5日～7日 第3回日本膝関節学会（12/5～12/6）同時開催

The Meniscus Asian Summit 2025（12/6～12/7）（姫路）

・12月11日 久留米大学整形外科医局忘年会（惣吉）

・12月13日 第37回九州・山口スポーツ医・科学研究会（福岡）

第44回整形外科バイオマテリアル研究会（香川）

・12月14日 久留米大学整形外科医長会・同門会総会・

永田見生理事長退任記念講演会・祝賀会（翠香園ホテル）

・12月26日 仕事納め

・12月29日 大学病院休み

・1月5日 仕事始め

・1月12日 大学病院開院

・1月16日 第38回整形外科専門医試験（CBT方式）

・1月27日 大川孝浩教授 最終講義（教育1号館1502教室）

・1月31日 第47回九州手外科研究会（久留米シティプラザ 会長：吉田史郎）

・2月5日～6日 日本サルコーマ治療研究学会学術集会（大分）

・2月11日 第25回久留米関節セミナー（筑水会館）

・2月23日 大学病院開院

・2月26日～27日 第56回日本人工関節学会学術集会（大阪）

・2月28日 第12回九州足の外科研究会（福岡）

・3月6日～7日 第39回日本四肢再建・創外固定学会（大阪）

・3月12日～13日 第20回CAOS学会（三重）

・3月13日～14日 第38回日本肘関節学会学術集会（京都）

・3月14日 第52回日本生体電気・物理刺激研究会（東京）

・3月21日 大川孝浩教授退職祝賀会（翠香園ホテル）

・3月26日～28日 第23回日本臨床腫瘍学会学術集会（横浜）

＜松田 光太郎 医局長より＞

早いものであっという間に年末になりました。我が医局としても主催イベン
トが多く、忙しい一年だったと感じますが、皆さまにとってはどんな年だっ
たでしょうか。来年度以降も、新専門医制度は都市部の医師過密化対策と銘
打って我々には厳しい状況になりそうです。そんな中、今年度は専攻医5名、
来年度は6名の入局があり、学生時代からのコネクション作りと各関連病院
の若手の先生方を中心とした勧誘のおかげと感謝しています。今後もこの流
れを絶やさぬように、みんなで繋いでいきましょう。寒くなってきますが、
皆さま体調にはお気をつけて、良いお年をお過ごしください。来年もどうぞ
よろしくお願いいたします。

＜平岡 弘二 教授 挨拶＞
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